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［事案 2025-122］年金増額請求  

・令和 8年 5月 29日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

募集人の説明不足を理由に、年金の増額を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成 3 年 7 月に契約した個人年金保険について、募集人から「悪いようにはしない」「損は

させない」「あなたから儲けようとはしない」と言われ、設計書に記載された金額を受け取れ

ると信じて契約したが、実際には設計書に記載された金額ほどは受け取れなかった。申立人は

募集人の説明により契約の本質を誤認し契約させられたため、設計書に記載されている金額を

支払ってほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)設計書に記載されている加算年金および上乗せ年金は「社員配当金」にあたる。配当金は、

予定した基礎率と実績の差額がプラスの場合に支払われるものであり、支払いの有無や支

払額が保証されているものではない。 

(2)申立人が指摘する設計書にも、「記載の積立配当金・加算年金・上乗せ年金については、今

後変動することがあります。したがって、将来のお支払額をお約束するものではありませ

んのでご注意ください。」と記載している。 

(3)本件募集時の状況を確認したところ、募集人は、本契約の募集から 30年以上が経過してい

るため詳細な記憶はないものの、設計書記載の金額が受取れるとの断定的な説明は行って

いない旨を述べている。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理を行った。なお、申立人が事情聴

取を希望しなかったため、事情聴取は行わなかった。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、申立人の請求は認められず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情

も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、手続を終了した。 

 

 


